
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教室の二酸化炭素濃度はどのくらいだと思いますか？ 
【生徒保健体育委員さんが、12月から順番に各教室の二酸化炭素濃度を測定しています。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年２月発行 

宮の原中学校 

保健室 

 旧暦では 2 月を「如月
きさらぎ

」と呼びます。語源には、寒さで着物を重ねる「衣
き

更
さら

着
ぎ

」、季節が陽気に

なり始める「気
き

更来
さ ら ぎ

」などがあります。厳しい寒さの中、春の気配もかすかに感じられるようにな

ってきます。4 月からの新生活に向けて、心と体のウォーミングアップを始めておきましょう。 

 

 外気の二酸化炭素濃度は 300～400ppm と言われています。皆さんが勉強する教室の二酸化炭素濃度は１５

００ｐｐｍ以下が基準です。二酸化炭素濃度 2000ｐｐｍを超えてくると眠気が襲ってきます。4000～5000

ｐｐｍを超えてくると頭痛が襲ってきます。では、生徒保健体育委員さんが 12 月に測定したある教室の二酸化

炭素濃度はどのくらいだったのか見ていきましょう。 

授業終了後に測定（対角線上の窓とドアを 20cm 開けた状態） 昼休みに窓とドアを全開にした状態 

１２６３ｐｐｍ ６２０ｐｐｍ 

ｽﾄｰﾌﾞを焚いている教室を閉めきり約３５人が息をしていると、二酸化炭素は容易に 5000ppmを超えるそう

です。また、乾燥して生温かい教室は、ウイルスが浮遊するのに好都合な環境です（上のイラスト参照）。 

2 月もまだまだ寒い日が続きます。授業中もずっと窓全開で生活するのは現実的ではありません。授業中は 

「対角線上に」外側の窓と廊下側のドアを２０ｃｍ開けておく。休み時間は窓とドアを「全開」に開ける。この繰り返しで空

気を循環してください。「寒いから閉めよ～」とつい口にしてしまうことはありませんか？そんな時は、この内容を思い

出して、感染症対策を継続してください。ひざ掛けなどで温かく過ごせるように工夫できるといいですね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


